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rENERGY SYSTEMS: ADAPTIVE COMPLEXITYJ Edited by Tokio Ohta 

この本は当協会元会長の太田時男氏が編纂された複雑

系に関する英語の論文集である。会員諸氏の中には、梯佐

系とは話に聞いたことはあるが、自分の本業から遠くはな

れた高等数学だと考える人もおられるだろう。正直にいう

と私もその一人で、あったO しかし、本書に収められている

論文が 1999年の 4出Intemationalconference on “New 

Ene:rgy Systems and Conversions"で発表されたものを

手直ししたものであり、本書もAppliedEne昭yとし、うジ

ャーナルの特別号として発行されたもののノ¥ードカバー

化であるということを知れば、宇場佐系というものがエネル

ギーに関連した自分達の仕事と無関係だとは思えなくな

るであろう。 本書には 12の論文が収録されている。最

初の論文は太田氏による 1由p出reComplexity"に関す

る角献である。色々の穆震の襖鯨が角離され、石油のラ

イフサイクルと機械的触媒反応による水の分解が適用例

として示されている。後の 11の論文は各種の分野におい

て複雑系を適用して解析した論文である。論文の対象はニ

ューラルネットワークを太陽索活意気発生器に適用したも
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の、複雑系の経済学への応用、ブラウン運動、甜荒など流

体力学、放寵見象、最初に紹介された機械的角蝶反応によ

る水分解、多相反応器の設計とスケールアップとし、う化学

工学、熱力学の階層構置と極めて多岐に渉っている。これ

だけ広い範囲の研究をひとつに系統付けてまとめられる

のは、編者の太田氏の広し洋識によるものであろうが、読

者としては自分になじみの薄い分野も含めたすべてを理

解する事は困難かも知れなしもしかし仮に全部の論文が理

解できなくてもこの本は一読に値いしよう。広い範囲をカ

ノくーしているこの論文集の中に、多くの読者が自分の仕事

に近い分野でこの新しい学問がどのように適用され得る

かを知ることが出来るからである。大学の図書館、研究室

の図書室に是非備えておきたしq 冊である。

(オフィステラ 阿部勲夫)
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